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精度管理報告 
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【はじめに】病理検査研究班では、染色の良否が問 

題ではなく適正処理を身に付けることを目標に精度 

管理事業を実施している。 

【材料・方法】材料として、15%緩衝ホルマリン固定 

された剖検例の肝臓を配布し、各施設で通常の方法 

で包埋・薄切・染色を実施することとした。染色の 

種類は、一般染色であるヘマトキシリン・エオジン 

染色及び特殊染色として、 膠原線維染色、 PAS 染色、 

細網線維染色を行うこととした。但し、特殊染色に 

おいては、自施設で行えるものとした。また、アン 

ケート調査を行い、使用試薬、染色方法、採用試薬 

などについての情報を収集した。 

【評価方法】評価は病理検査研修会にて参加者全員 

で行うこととしているが、予備集計が必要なため、 

各染色の作成標本を委員数名で鏡検し、評価点を算 

出している。また、各染色の総合評価として算出し 

た評価点を基に、ABC の 3 段階評価を行っている。 

但し、特殊染色においては目的物質の染色性の採点 

が不良な場合は、他の項目の採点にかかわらず C評 

価としている。以上、評価結果、実際の染色態度等 

に考察を加えて報告する。 
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